
●調査時点 令和７年１０月調査（７年９月末時点）
●対象企業 ８００社
●回答企業 ４７１社（回答率：５８．９％）

（製造業２２４社、建設業４１社、卸売業６４社、
小売業７８社、サービス業６４社）

●調査時期 四半期毎〈３，６，９，１２月末時点〉

回答企業

全産業の業況DI（▲23.6）は、前回(▲23.2)に比べ(0.4)ポイントの悪化を示した。
業種別では製造業の業況DI（▲17.9）は、前回（▲21.2）に比べ(3.3)ポイントの改善を示した。
建設業の業況DI（▲29.3）は、前回（▲32.6）に比べ(3.3)ポイントの改善を示した。
卸売業の業況DI（▲29.7）は前回(▲36.5)に比べ(6.8)ポイントの改善を示した。
小売業の業況DI（▲39.7）は前回(▲24.7)に比べ(15.0)ポイントの悪化を示した。
サービス業の業況DI（▲14.1）は前回(▲7.5)に比べ(6.6)ポイントの悪化を示した。

【３ヵ月先見通し】
〈業況〉今回＝令和7年9月末
全産業では今回（▲23.6）から3ヵ月先（▲14.5）と9.1ポイントの改善を見通している。
製造業では今回（▲17.9）から3ヵ月先（▲9.4）と8.5ポイントの改善を見通している。
建設業では今回（▲29.3）から3ヵ月先（▲26.9）と2.4ポイントの改善を見通している。
卸売業では今回（▲29.7）から3ヵ月先（▲14.0）と15.7ポイントの改善を見通している。
小売業では今回（▲39.7）から3ヵ月先（▲20.5）と19.2ポイントの改善を見通している。
サービス業では今回（▲14.1）から3ヵ月先（▲17.2）と3.1ポイントの悪化を見通している。

業況 売上 採算 資金繰り
９月末時点 -23.6 -19.1 -28.1 -14.0
６月末時点 -23.2 -18.8 -27.6 -15.8

前回比 -0.4 -0.3 -0.5 1.8

業況 ９月末時点 ６月末時点

良化 13.8 12.0

悪化 37.4 35.2 良化

DI値 -23.6 -23.2 悪化

前回比 -0.4 2.5 ＤＩ値

業況 ９月末時点 ６月末時点 業況 ９月末時点 ６月末時点

良化 17.4 12.7 良化 10.5 11.4

悪化 35.3 33.9 悪化 39.3 36.4

DI値 -17.9 -21.2 DI値 -28.8 -25.0

前回比 3.3 2.3 前回比 -3.8 2.5
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今　回 -17.9
先行き -9.4
前回比 3.3

対象企業 375

回答企業 224

業況DI値

■業種別業況DI値推移グラフ

＜製造業＞

業況・売上・採算・資金繰り全てで横ばいを示した。

〈業況〉

・大幅改善・・・・・・・「窯業・土石」

・改善・・・・・・・・・・・「織物」、「ニット」、「鉄鋼・非鉄」、「金属」

・わずかに改善・・・「輸送用機器」

・横ばい・・・・・・・・・「食料品」、「酒造」、「木材・木製品」、「電気機器」、

「プラスチック」

・わずかに悪化・・・「印刷」、「一般機械」

・悪化・・・・・・・・・・・「縫製」

・大幅悪化・・・・・・・「精密機器」

〈採算〉

・大幅改善・・・・・・・「窯業・土石」

・改善・・・・・・・・・・・「酒造」、「織物」、「ニット」、「鉄鋼・非鉄」、「金属」

・わずかに改善・・・「食料品」、「輸送用機器」

・横ばい・・・・・・・・・「木材・木製品」、「印刷」、「一般機械」

・わずかに悪化・・・「縫製」、「プラスチック」

・悪化・・・・・・・・・・・「電気機器」、「精密機器」

〈資金繰り〉

・改善・・・・・・・・・・・「食料品」、「織物」、「ニット」

・わずかに改善・・・「金属」、「一般機械」

・横ばい・・・・・・・・・「木材・木製品」、「電気機器」、「輸送用機器」

・わずかに悪化・・・「酒造」、「縫製」、「窯業・土石」、「鉄鋼・非鉄」、

「精密機器」、「プラスチック」

・悪化・・・・・・・・・・・「印刷」

【３ヵ月先見通し】

業況・採算でわずかに改善、売上・資金繰りで横ばいを見通している。

〈業況〉

・大幅改善・・・・・・・「精密機器」

・改善・・・・・・・・・・・「食料品」、「織物」、「輸送用機器」

・わずかに改善・・・「プラスチック」

・横ばい・・・・・・・・・「酒造」、「縫製」、「木材・木製品」、「印刷」、「窯業・土石」、

「金属」、「一般機械」

・わずかに悪化・・・「鉄鋼・非鉄」、「電気機器」

・悪化・・・・・・・・・・・「ニット」

〈資金繰り〉

・改善・・・・・・・・・・・「輸送用機器」

・わずかに改善・・・「窯業・土石」、「精密機器」、「プラスチック」

・横ばい・・・・・・・・・「食料品」、「酒造」、「縫製」、「木材・木製品」、

「鉄鋼・非鉄」、「金属」、「一般機械」、「電気機器」

・わずかに悪化・・・「織物」、「印刷」

・大幅悪化・・・・・・・「ニット」



製造業
○   一般の消費が減少しているため、少ロットで対応可能なOEM受注を進める方針。 【食料品】
○　 設備投資したいが、利用できる補助金がなく、計画が思うように進まない。 【食料品】
○　 社会保険料の負担が大きく、経営を圧迫している。 【織物】
○　 物価高騰や人件費の上昇により、利益が圧迫され、経営環境は厳しさを増している。 【縫製】
○　 人手不足。 【木材・木製品】
〇　 経済や社会情勢の不透明感が増す中で、経営上の課題や重点施策については、足踏み状態が続いている。

【木材・木製品】
〇　 地方経済は非常に厳しい状況にある。これは、印刷業界についても同様で、打開策として、新しいものを
　　　生み出さない限り、活性化は難しいと感じている。 【印刷】
〇　 公共工事が減少し、業界全体として先行きが危ぶまれる。 【窯業・土石】
〇　 公共工事は減少しているが、民間工事は横ばいの状態。低価格の受注は下請け業者の経営を圧迫する。

【窯業・土石】
○　 価格競争が激化し、販売単価が下落傾向にある。 【鉄鋼・非鉄】
○　 前年同月比では横ばいとなっているが、過去の受注減の影響から十分な回復には至っていない。

【鉄鋼・非鉄】
○　 ベテラン職人が減り、若手人材の育成に苦慮している。 【一般機械】
○　 受注は回復傾向にあるが、昨年の大幅な受注減により、人員縮小した体制を戻せずに生産が追いつか
　　　ない。今後、受注がいつまで継続するか読めないため、人員増強に踏み切れず、大手企業の動向に左右
　　　されている。 【一般機械】
○　 大幅な最低賃金の引き上げに伴い、人件費増加分を受注単価に反映できるかが喫緊の課題である。

【電気機器】
〇　 現状は厳しい状況が続いているが、先行きに明るい兆しも見え始めている。しかし、当面は辛抱強い対応
　　　が求められる。 【輸送用機器】
〇　 状況が好転する見通しが立たず、厳しい状況が続いている。資金繰りも大変厳しい。 【精密機器】
〇　 データセンター向けは非常に好調であるものの、その他の分野では伸び悩みが続いていて、先行きに
　　　対する不安要素となっている。最低賃金の引き上げについては、何とか対応可能。 【プラスチック】
〇　 今後どの分野に将来性があるのか見通しが立たず、方向性を定めるのが難しい。 【プラスチック】

今　回 -29.3

先行き -26.9

前回比 3.3

対象企業 67

回答企業 41

建設業
〇　 管工事業では、同業者の廃業が相次いでいる。現在の傾向が続けば、業種自体の存続が危ぶまれる。

【土木】
〇　 従業員の高齢化が進み、先行きに対する不安が高まっている。そのため、対応策を検討中。

【土木】
〇　 職人不足の影響から人件費が高騰している。 【建築】
〇　 最低賃金の引き上げに伴い、資金繰りが悪化し、経営が逼迫している。 【建築】
〇　 人員削減を進め、自己資金で経営を維持している。現在は、ハウスメーカーには対応できない住宅開発を
　　　手掛け、生き残りを目指している。来春までが勝負の時期と考えている。 【建築】

自由意見

自由意見

業況DI値

＜建設業＞
採算・資金繰りでわずかに改善、業況・売上で横ばいを示した。
〈業況〉

・わずかに改善・・・「土木」
・横ばい・・・・・・・・・「建築」

〈採算〉
・わずかに改善・・・「土木」、「建築」

〈資金繰り〉
・わずかに改善・・・「土木」
・横ばい・・・・・・・・・「建築」

【３ヵ月先見通し】

売上でわずかに改善、業況・採算・資金繰りで横ばいを見通している。
〈業況〉

・わずかに改善・・・「土木」

・横ばい・・・・・・・・・「建築」
〈資金繰り〉

・横ばい・・・・・・・・・「建築」
・わずかに悪化・・・「土木」



今　回 -29.7

先行き -14.0

前回比 6.8

対象企業 115

回答企業 64

卸売業
〇　 現在の卸売業に加え、新たな事業領域での収入の柱を構築することを模索している。 【衣服】
〇　 部品加工の取引先は悪化傾向にある。 【機械器具】
〇　 製材業は、減収の一途をたどっている。建築業では、顧客確保のため綿密な事業計画が必要となる。

【建築材料】
〇　 米の価格が上昇し、農家の収入が増加した事は非常に喜ばしい。一方で、以前から続く仕入価格の上昇
　　　が重荷となり、設備投資に踏み切れない。 【その他】

業況DI値

自由意見

＜卸売業＞
業況でわずかに改善、売上・採算・資金繰りで横ばいを示した。
〈業況〉

・大幅改善・・・・・・・「衣服」
・改善・・・・・・・・・・・「青果物」
・わずかに改善・・・「機械器具」、「その他」
・わずかに悪化・・・「飲食料」、「鮮魚」、「建築材料」

〈採算〉
・改善・・・・・・・・・・・「衣服」、「その他」
・わずかに改善・・・「青果物」、「鮮魚」、「機械器具」
・横ばい・・・・・・・・・「建築材料」
・悪化・・・・・・・・・・・「飲食料」

〈資金繰り〉
・改善・・・・・・・・・・・「衣服」
・わずかに改善・・・「その他」
・横ばい・・・・・・・・・「飲食料」、「青果物」、「建築材料」
・悪化・・・・・・・・・・・「鮮魚」、「機械器具」

【３ヵ月先見通し】
業況・売上でわずかに改善、採算・資金繰りで横ばいを見通している。
〈業況〉

・大幅改善・・・・・・・「建築材料」
・改善・・・・・・・・・・・「鮮魚」、「機械器具」
・わずかに改善・・・「その他」
・横ばい・・・・・・・・・「青果物」
・わずかに悪化・・・「飲食料」
・悪化・・・・・・・・・・・「衣服」

〈資金繰り〉
・改善・・・・・・・・・・・「鮮魚」
・わずかに改善・・・「機械器具」、「建築材料」、「その他」
・横ばい・・・・・・・・・「青果物」
・わずかに悪化・・・「衣服」、「飲食料」



今　回 -39.7

先行き -20.5

前回比 -15.0

対象企業 138

回答企業 78

小売業
○   今年の夏は異例の暑さにより、アイスや飲料の売上げは伸びたが、客足は伸びなかった。 【中小スーパー】
○   同業者の倒産や廃業が相次ぎ、厳しい経営環境が続いている。 【中小スーパー】
○   先行きは不透明。人口減少（少子高齢化）の影響で客数が減少している。 【衣料】
○   最低賃金の引き上げを懸念している。 【飲食料】
○   賃金上昇が負担となっている。 【家電品】
○   実店舗・EC店共に、アクセス人数（集客）が悪くなっている。 【家具・建具】
○   熟練農家の廃業に伴い、農地が荒れていく様子を見るのは心苦しい。しかし、今こそチャンスと捉え、食の
　　　安全・安心のためにこれからも良い作物を提供していく。 【その他】

自由意見

＜小売業＞

業況DI値
資金繰りでわずかに改善、業況・売上・採算でわずかに悪化を示した。
〈業況〉

・横ばい・・・・・・・・・「中小スーパー」、「その他」
・わずかに悪化・・・「飲食料」
・悪化・・・・・・・・・・・「衣料」、「家電品」、「自動車販売」、「家具・建具」

〈採算〉
・わずかに改善・・・「飲食料」
・横ばい・・・・・・・・・「中小スーパー」、「自動車販売」
・悪化・・・・・・・・・・・「衣料」、「家電品」、「家具・建具」、「その他」

〈資金繰り〉
・改善・・・・・・・・・・・「飲食料」、「自動車販売」
・わずかに改善・・・「その他」
・横ばい・・・・・・・・・「家電品」
・わずかに悪化・・・「中小スーパー」、「衣料」
・悪化・・・・・・・・・・・「家具・建具」

【３ヵ月先見通し】
業況・売上・採算・資金繰り全てでわずかに改善を見通している。
〈業況〉

・改善・・・・・・・・・・・「中小スーパー」、「衣料」、「家電品」、「その他」
・わずかに改善・・・「飲食料」
・横ばい・・・・・・・・・「自動車販売」
・わずかに悪化・・・「家具・建具」

〈資金繰り〉
・改善・・・・・・・・・・・「中小スーパー」、「衣料」
・わずかに改善・・・「家電品」
・横ばい・・・・・・・・・「飲食料」、「自動車販売」、「家具・建具」、「その他」



今　回 -14.1

先行き -17.2

前回比 -6.6

対象企業 105

回答企業 64

○   人手不足と人口減少が進行し、解決策を模索している。 【旅館・ホテル】
○   材料費、人件費は上昇しているが、販売価格を上げれば客数は減少する。悪循環が続いている。

【旅館・ホテル】
○   好転している部分と悪化している部分が混在していて、一進一退の状況。 【運送】
○   ドライバーの確保が難しい。 【運送】
○   荷動きの鈍化や人材不足、燃料高で先行きが不透明になっている。 【運送】
○   同業者の廃業に伴い、新規顧客は増加しているが、景気は良くない。 【自動車整備】

自由意見

業況DI値

＜サービス業＞

サービス業

業況・売上・採算・資金繰り全てでわずかに悪化を示した。

〈業況〉

・わずかに改善・・・「観光旅館」、「タクシー」

・わずかに悪化・・・「自動車整備」、「情報サービス」、「その他」

・悪化・・・・・・・・・・・「運送」

〈採算〉

・改善・・・・・・・・・・・「観光旅館」

・横ばい・・・・・・・・・「タクシー」

・わずかに悪化・・・「運送」、「情報サービス」

・悪化・・・・・・・・・・・「自動車整備」、「その他」

〈資金繰り〉

・わずかに改善・・・「情報サービス」
・横ばい・・・・・・・・・「運送」

・わずかに悪化・・・「観光旅館」、「タクシー」、「自動車整備」、「その他」

【３ヵ月先見通し】
業況・売上・採算・資金繰り全てで横ばいを見通している。

〈業況〉

・改善・・・・・・・・・・・「自動車整備」

・横ばい・・・・・・・・・「運送」、「情報サービス」、「その他」

・悪化・・・・・・・・・・・「観光旅館」、「タクシー」

〈資金繰り〉

・改善・・・・・・・・・・・「自動車整備」

・わずかに改善・・・「タクシー」

・横ばい・・・・・・・・・「観光旅館」、「その他」
・わずかに悪化・・・「運送」、「情報サービス」


